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令和7年度　愛知県臨床検査精度管理調査

精度管理調査に関するアンケート

Ⅰ.はじめに
　本年度の精度管理調査は、新型コロナウイルス感染症
の拡大防止に努めつつ、日本臨床衛生検査技師会精度管
理事業・データ標準化事業システム（JAMTQC）を利用
し、昨年度と同時期に実施した。
　また精度管理調査と同時に、標準作業手順書や精度管
理責任者に関する運用方法についての内容を含むアン
ケート調査を実施した。次年度以降の精度管理事業展開
へ反映させるべく、以下にその集計結果を示す。
　なお、ご意見・ご要望等にて重複した内容については
割愛させて頂いた。

Ⅱ.対象項目
　JAMTQC内にてアンケート設問を設定し、回答を求
めた。

【アンケート内容】
1.技師長クラスの方
　本精度管理調査の参加費の妥当性や、結果検討会の必
要性と開催形式、精度管理調査報告会の開催形式、精度
管責任者の職種、標準作業手順書の作成状況について調
査した。

2.サンプルサーベイ部門
　項目数、試料の量に関する調査を行った（2題）。

3.フォトサーベイ部門
　設問量、難易度、設問内容に関する調査を行った（3題）。

4.評価対象外設問を出題した部門
　設問量、難易度、設問内容、評価対象外設問の必要性
に関する調査を行った（4題）。
　対象施設
　アンケート調査は令和7年度愛知県臨床検査精度管理
調査に参加した143施設を対象とした。

Ⅲ.調査結果
1.愛知県臨床検査　精度管理全般
1）　他の外部精度管理調査との比較や調査内容を踏まえ

た本調査の参加費の妥当性について

2）　結果検討会の必要性について

精度管理事業部事務局員：及川　彰太（藤田医科大学病院）
実務担当者：精度管理事業部長：齊藤 翠（藤田医科大学病院）

精度管理事業部事務局員：手嶋 充善（豊橋市民病院）　　　　　　　　　　　　
　　　及川 彰太（藤田医科大学病院）

　　　　　　　　　桂川 陽平（JA愛知厚生連 安城更生病院）
　　　　　　　　　佐藤 文明（株式会社グッドライフデザイン）

　　　　　　　　　　　　西谷由美子（社会医療法人大雄会 総合大雄会病院）
　　　　安井 佑輔（愛知県がんセンター）
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3）　結果検討会の開催形式について

4）精度管理調査報告会の開催形式について

5）　本精度管理調査の他に参加している外部精度管理調査

6）　SARS-CoV-2核酸増幅検査の精度管理調査について

7）　「精度管理責任者」を決めているか（医療機関では
「検体検査の精度の確保に係る責任者」、衛生検査所
等では「精度管理責任者」）

8）　標準作業手順書ついて
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表1（タイトル不要） 

適切 多い 少ない 未回答 

臨床化学 76.2 0.0 1.6 22.1 

免疫血清 88.4 1.2 1.2 9.3 

血液 77.0 0.0 0.8 22.1 

凝固 93.2 0.0 0.0 6.8 

一般 68.6 0.0 0.0 31.4 

内訳（%） 

表2（タイトル不要） 

適切 多い 少ない 未回答 

臨床化学 73.8 0.0 3.3 23.0 

免疫血清 82.6 1.2 7.0 9.3 

血液 77.9 0.0 0.0 22.1 

凝固 90.4 0.0 2.7 6.8 
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(フォトサーベイ) 

表3（タイトル不要） 

適切 多い 少ない 未回答 

血液 59.0 0.8 0.8 39.3 

生理 81.8 4.5 0.0 13.6 

輸血 84.4 0.0 0.0 15.6 

病理 94.7 0.0 0.0 5.3 
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表4（タイトル不要） 

適切 難解 容易 未回答 

血液 54.1 4.9 0.8 40.2 

生理 73.9 12.5 0.0 13.6 

輸血 81.1 0.0 2.2 16.7 

病理 91.2 3.5 0.0 5.3 
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9）標準作業手順書等の作成進捗状況について

10）　今後新たに実施してほしい項目について
臨床化学部門：不飽和鉄結合能、亜鉛、血液ガス、P

浸透圧、プレアルブミン
免疫血清部門：ACTH、コルチゾール、NT-proBNP、

血中薬物濃度（VCM等）、免疫グロブ
リン、RF、POCT

一般部門：穿刺液細胞（胸水、腹水、心嚢液、関節液）
輸血部門：ABO亜型検査、Rh血液型
微生物部門：POCT（感染症項目）、CDトキシン、ノ

ロウイルス、インフルエンザウイルス等
の定性

生理機能検査：聴力検査

2.サンプルサーベイ部門
1)　測定項目数について

2)　試料の量について

3.フォトサーベイ部門
1)　設問の量について

2)　設問の難易度について

3) 設問の内容について
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一般 70.3 0.0 0.0 29.7 

内訳（%） 

(フォトサーベイ) 
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90.0%

3.8%
2.5%3.8%

臨床検査技師に対し任命している

臨床検査医に対し任命している

臨床検査医以外の医師に対し任命している

その他

62.5%

2.5%

35.0%

施設独自の手順書を作成した

医療機器の添付文書、取扱説明書等で代用した

施設独自の手順書と、添付文書、取扱説明書等が混在している

81.7%

17.1%

1.2%

院内で実施している全ての検査項目に対し作成した

一部未完了ではあるが、作成を進めている

作成していないが、作成を検討中である
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4.評価対象外設問
1) 設問の量について

2) 設問の難易度について

3)　設問の内容について

4)　評価対象外設問の必要性について

Ⅳ.解説および考察
　今年度も多くの参加施設に各種アンケートに協力して
頂いた。今回実施したアンケートの集計結果から、以下
の通り総括した。
1.愛知県臨床検査精度管理全般について
⑴　他の外部精度管理調査との比較や調査内容を踏ま

えた本調査の参加費の妥当性は、90.4 %の施設が妥当、
8.4 %の施設が高いと回答しており、昨年と同程度の
割合であった。昨今の物価高に伴い、資料代、容器代、
輸送費の値上がりが今後も予想される中、精度管理事
業部としては、今後も参加費に見合う調査実施に努め
ていきたい。

⑵　結果検討会の必要性については、96.2 %の施設が必
要であると回答し、3.8 %の施設が必要ではないと回
答していた。また、開催型式については、22.7 %（昨
年度24.6 %、一昨年度16.3 %）の施設が集合開催、25.3 %

（昨年度16.9 %、一昨年度20.7 %）の施設がWeb開催、

52.0 %（昨年度58.5 %、一昨年度48.9 %）の施設がハイ
ブリッド開催を希望していた。結果検討会については、
ハイブリッド開催を希望する施設が最も多く、その割
合は年々増加していたが、今年度はWeb開催の割合
が増加した。今年度の結果検討会は昨年度同様に集合
開催とし、集合開催ならではの活気ある会となった。
参加したくても参加できない方への配慮が、今後の検
討課題であると認識し、開催形式については再度検討
していきたい。

⑶　精度管理調査報告会の開催形式については、45.0 %
（昨年度29.9 %、一昨年度40.2 %）の施設がオンデマン
ド開催、48.8 %（昨年度58.2 %、一昨年度42.4 %）の施
設がハイブリッド開催、11.9 %（昨年度8.7 %、一昨年
度4.0 %）の施設が集合開催を希望していた。令和2年
度と令和3年度の精度管理調査報告会はオンデマンド
開催にて行ったが、今年度は昨年度に引き続き集合開
催を行った。昨年度まではオンデマンド開催を希望す
る施設が減少し、ハイブリッド開催や集合開催を希望
する施設が増加している傾向があった。今年度最も希
望が多かったのはハイブリッド開催だが、オンデマン
ド配信も昨年度から15.1 %増加しているため、参加者
のニーズに変化が見られている可能性がある。開催形
式については、県内の施設の希望に注視しつつ、今後
も検討していきたい。

⑷　本精度管理調査の他に参加している外部精度管理調
査に関しては、65.8 %（昨年度65.5 %）の施設が日本臨
床衛生検査技師会（日臨技）と日本医師会（医師会）の精
度管理調査に参加していると回答し、32.9 %（昨年度
32.8 %）の施設が日臨技のみ参加していると回答してい
た。昨年度とほぼ等しい結果となった。

⑸　SARS-CoV-2核酸増幅検査の精度管理調査につい
ては、40.4 %（昨年度47.6 %）の施設が、院内で実施し
ているため参加したと回答しており、40.0 %（昨年度
34.9 %）の施設が、院内で実施していないため参加し
なかったと回答していた。20.0 %（昨年度17.5 %）の施
設は、院内で実施しているが参加しなかったと回答し
ていた。

⑹　「精度管理責任者」を決めているかについては、
90.0 %（昨年度87.0 %）の施設が、臨床検査技師に対し
任命していると回答しており、3.8 %（昨年度5.8 %）の
施設が、臨床検査医に対し任命していると回答してい
た。また、臨床検査医以外の医師に対し任命している
と回答した施設は2.5 %（昨年度5.8 %）であった。

⑺　標準作業手順書ついては、62.5 %（昨年度58.2 %）の
施設が、施設独自の手順書を作成したと回答しており、
35.0 %（昨年度37.3 %）の施設が、施設独自の手順書と、
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表5（タイトル不要） 

適切 不適切設問あり 未回答 

血液 53.3 6.6 40.2 

生理 75.0 6.8 18.2 

輸血 81.1 1.1 17.8 

病理 84.2 10.5 5.3 

微生物 96.7 0.0 3.3 

細胞 93.1 1.7 5.2 

内訳（%） 

表6（タイトル不要） 

適切 多い 少ない 未回答 

血液 52.5 0.0 1.6 45.9 

生理 78.4 1.1 1.1 19.3 

内訳（%） 

表7（タイトル不要） 

適切 難解 容易 未回答 

血液 48.4 0.8 3.3 47.5 

生理 72.7 6.8 0.0 20.5 

内訳（%） 

表8（タイトル不要） 

適切 不適切設問あり 未回答 

血液 52.5 0.0 47.5 

生理 76.1 1.1 22.7 

内訳（%） 

表9（タイトル不要） 

必要である 不必要である 未回答 

血液 48.4 3.3 48.4 

生理 69.3 4.5 26.1 

内訳（%） 
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添付文書、取扱説明書等が混在していると回答してい
た。年度を重ねるごとに施設独自の手順書を作成して
いる施設が増加している。

⑻　標準作業手順書等の作成進捗状況については、
81.7 %（昨年度73.5 %）の施設が、院内で実施してい
る全ての検査項目に対し作成したと回答しており、
17.1 %（昨年度26.5 %）の施設が、一部未完了ではあるが、
作成を進めていると回答していた。

2.サンプルサーベイ部門では、測定項目数、試料の量
についてアンケートを実施した。
1)　測定項目数について
　昨年度は例年と同様、各部門90 %以上の施設が適切
と回答がれられていたが、今年度は適切と回答が得ら
れた部門が凝固のみだった。

2)試料の量について
　血液検査部門（凝固）のみ、適切との回答が90 %を超
えていたが、他の部門では90 %を下回っていた。臨床
化学検査部門については、少ないと回答した施設が
3.3 %（昨年度4.7 %）あり、昨年度と比較して少ないと
回答した割合がやや減少していた。昨年度から開始し
た血液検査部門の凝固検査については、昨年度は少な
いと回答した施設が4.2 %だったが、今年度は0.0 %と
十分な検体配布が実施できた。

3.フォトサーベイ部門では、設問の量、設問の難易度、
設問の内容についてアンケートを実施した
1)設問の量について
　今年度は、血液検査部門の0.8 %の施設から多い
との回答、0.8 %の施設から少ないとの回答があった。
生理検査部門の4.5 %の施設から多いと回答があった。
微生物検査部門3.3 %の施設から多いと回答があった。

2)設問の難易度について
　各部門、概ね適切と回答していた。生理検査部門
では12.5 %の施設が難解と回答していたが、昨年度の
7.7 %からは微増していた。また、血液検査部門では
4.9 %(昨年度0.0 %)の施設が難解と回答していた。そ
の他で難解と回答が得られた部門は、輸血検査部門
0.0 %(昨年度1.2 %)は微減、細胞検査部門3.4 %(昨年
度1.9 %)は微増、病理検査部門3.5 %(昨年度1.9 %)は
微増、微生物検査部門3.3 %(昨年度5.0 %)は微減だった。

3)設問の内容について
　各部門、概ね適切と回答されていたが、病理検査部
門は10.5 %の施設から不適切問題ありとの回答だった。
設問1に関するご意見が多く寄せられており、その内
容としては、設問の意図を汲み取ることが困難だった
り、選択肢がどちらとも取れるため適切か疑問が残る

等だった。

4.評価対象外設問では、設問の量、設問の難易度、設
問の内容、評価対象外設問の必要性についてアンケー
トを実施した。
1）　設問の量について
　各部門、概ね適切と回答しており、昨年度と比較し
て大きな変化はみられなかった。

2）設問の難易度について
　いずれの部門においても、難解ありとの回答は減少
した。

3）設問の内容について
　昨年度と同様に、いずれの部門においても、不適切
設問ありと回答を受けた部門はみられなかった。

4）　評価対象外設問の必要性について
　必要であると回答した割合は各部門、昨年度と概ね
同程度であった。

Ⅴ.まとめ
　今年度のアンケート調査では、例年同様の内容ととも
に、結果検討会や精度管理調査報告会ついて意見・要望
を再調査した。昨年、一昨年と比較することで、県内の
施設がどのような希望を持っているのか、その推移を確
認することができた。結果検討会は、Web開催を希望
する施設が年々減少し、現地開催、ハイブリッド開催を
希望する施設が増加していたが、今年度はWeb開催の
希望が多くなっていた。また精度管理調査報告会は、オ
ンデマンド開催を希望する施設が年々減少し、現地開催、
ハイブリッド開催を希望する施設が増加していたが、オ
ンデマンド配信の割合も多くなっていることから、参
加者のニーズに変化が見られる。Web開催と現地開催、
両者の利点欠点を鑑みつつ、開催形式については慎重に
検討していきたい。
　サンプルサーベイを実施した部門を対象に行った調査
では、概ね昨年度と同様の結果であったものの、試料の
量について、少ないと回答した施設が、昨年度と同程度
だった。昨年度から開始した血液検査部門の凝固検査で
は試料の量が適切と回答のあった施設が90.4 %と調査し
た中で最も高かった。またフォトサーベイを実施した部
門を対象に行った調査では、設問の内容について、不適
切問題と回答した施設の著増がみられた部門があった。
アンケートの回答率が低い部門が多いため、今後の検討
課題として回答率の向上を掲げたい。
　今回アンケート調査で頂いたご意見を真摯に受け止め、
来年度の検討課題とし、より質の高い精度管理調査の実
施に向けて取り組んでいきたいと考える。今後とも皆様
のご支援、ご協力をお願いしたい。
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Ⅵ.問い合わせ先
〒470-1192
愛知県豊明市田楽ヶ窪1番地98
藤田医科大学病院
及川　彰太
TEL：0562-93-2111
E-mail:soikawa@fujita-hu.ac.jp


